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静岡県を流れる天竜川の河川水質にみられる流域環境及び台風の影響
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　静岡県を流れる天竜川の流下に伴う河川水質変化及び，台風通過前後の水質変化を調べ，流域環境及び台風

が天竜川の水質に与える影響を考察した．2017年7月21日に発生した台風5号が日本列島を通過した8月7日か

ら8日にかけてと9日に天竜川本流18地点と支流16地点で河川水を採取し，主要イオンおよび微量元素濃度を

測定した． 

　天竜川下流域の河川水中の全ての主要イオン濃度は全ての地点でほぼ同じで，流下に伴う変化はみられな

かった．このことから，天竜川下流域の本流における河川水中の主要イオン濃度に与える支流や遡上海水の流

入及び，人間活動の影響は小さいことが明らかとなった． 

　台風通過1日後に採水された河川水質の流下に伴う変化から次のことが分かった．天竜川本流の河川水質は

上流から下流まで一貫してCa-HCO3型であり，それは上流域の地質に起因すると考えられる．佐久間ダムから

下流10 kmの地点で全ての主要イオン濃度が減少していた．これは，佐久間ダム下において，本流よりも流量

が多くイオン濃度の低い支流が合流することによると考えられる．また，佐久間ダムから下流13 kmの地点で

全ての主要イオン濃度が増加した．これは，本流よりもイオン濃度が高い支流と佐久間ダムの放流水の合流に

よると考えらえる．発電に必要な落差が得られる場所が佐久間ダムから約12 km離れた場所で，そこまで水路

を引き放水するためである．佐久間ダムから下流10 kmから40 kmの間でAl，Fe，Mn，Ti濃度が増加した．こ

れは，土壌や堆積物に含まれるそれらの元素の流入によると考えられる． 

　台風通過前後の天竜川における河川水の水質変化から，台風が天竜川本流に与える影響について次のことが

分かった．台風通過前後において天竜川本流の河川水質は上流から下流まで一貫してCa-HCO3型であることか

ら，主要イオン組成比に与える台風の影響は小さい．台風通過後の天竜川下流域の本流における河川水中の主

要イオン濃度は台風通過前よりも低くなっていた．これは台風通過前の河川水よりも濃度が低い雨水の流入に

よって河川水が希釈されたことを示している．一方で，台風通過後の天竜川下流域の本流における河川水中の

Al，Fe，Mn，Tiの濃度が通過前よりも高くなっていた．これは台風の豪雨によって流され懸濁した土壌や堆積

物に含まれるそれらの元素の流入によると考えられる．
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